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Introduction of the activity in the Regional Association 
for Laboratory Animal Science 
 
わが国には現在 11 の地区研究会があり、独自の活動が展開されています。本報では、各地区研究会
の間での情報交換、交流などを意図して、平成 26 年度の活動について北から順に紹介します。なお、
会長、事務局担当者及び講演者、話題提供者の方々のお名前は敬称を省略させていただきました。詳細
な内容をご希望の方は各地区研究会の事務局にお問い合わせ下さい。 
 
北海道実験動物研究会 
Hokkaido Associatin for Laboratory Animal  
Sciences (HALAS) 
会長：有川二郎 (北海道大学大学院医学研究科) 
ホームページ：http://labani2.vetmed.hokudai.ac. 
       jp/halas 
事務局：〒060-0818 札幌市北 18 条西 9丁目 
          北海道大学大学院獣医学研究科 
          実験動物学教室内 安居院高志       
E-mail:agui@vetmed.hokudai.ac.jp 
          TEL/FAX:011-706-5106 
第 11 回研究会総会・学術集会 2014 
  平成 26 年 7 月 26 日(土)、 北海道大学大学院獣医 
学研究科講堂 
〇一般講演 
1.難聴責任遺伝子Whirlinアイソフォームの発現解 
析と選択的プロモーターの同定  安田俊平ほか 
  (東京都医学総研) 
2.近交系マウス DBA/2J の早発性難聴の可聴周波数 
特異的 QTL の同定と抗難聴薬剤治療の検討  
鈴木沙理ほか(東農大院、東京都医学総研) 
3.シリアンハムスターの雄優性的長毛化を引き起
こす Fgf5 の 1 塩基欠失変異  吉澤康博ほか(東 
   農大院、医薬基盤研) 
4.第2染色体上の腎症抵抗性候補遺伝子は腎間質の
線維化を抑制している  佐々木隼人ほか(北大院  
獣医、北里大獣医、日本食品分析センター) 
5.腎症候性出血熱マウスモデルの開発 清水健太
ほか(北大院医) 
6.ミスセンス変異に起因する新規劣性白内障モデ 
ル Mipnat   長谷川清香ほか(東農大院、東京都医 
学総研) 
7.トランケート型PITX3の発現はマウスの小眼球症
および無水晶体症を引き起こす  和田健太ほか  
(東農大院、埼玉県立がんセンター、東京都医学 
総研、京大院メデイカルイノベーションセンタ
ー) 
8.組換え抗原発現系の違いによる野生ラットレプ
トスピラ感染診断時のバックグランド反応軽減
について－大腸菌と酵母菌発現組換え病原性レ
プトスピラ共通抗原(LipL32 抗原)の比較－ 
 塩川愛絵ほか(北大院医、ペラデニア大、感染 
   研、北大院獣医) 
9.ウイルソン病モデル動物、LEC ラットにおける慢 
性肝炎、肝癌期における遺伝子発現変化  
林 正信ほか(酪農学園大、京大院医) 
〇賛助会員アワー ネコ[Narc : Catus]のご紹介  
丸山みゆきほか(北山ラベス㈱、オリエンタル酵       
母㈱) 
 
東北動物実験研究会 
Tohoku Research Association for Animal 
Experiments  
会長：大和田一雄 (山形大学医学部附属動物実験施 
設) 
ホームページ：http://www.med.akita-u.ac.jp/~ 
              doubutu/tohoku/tohoku.html 
事務局：〒190-9585 山形市飯田西 2-2-2 
              山形大学大学院医学研究科生命環境 
医科学専攻 
          附属動物実験施設内 須藤まゆみ 
 E-mail:s.mayumi@med.id.yamagata-u.ac.jp 
       TEL:023-628-5485、FAX:023-628-5489 
第 25 回研究会記念大会 
平成 26 年 12 月 12 日(金)～13 日(土)、山形テルサ 
・アプローズ 
 東北地区実験動物関連団体連合企画 
 先端研究と動物実験―適正技術と動物実験倫理― 
 東北実験動物技術交流大会 (主催:日本実験動物 
技術者協会東北・奥羽支部) 
 第 3 回実験動物科学シンポジウム(主催:日本実験
動物学会) 
12 月 12 日(金) 
第 25 回東北動物実験研究会記念大会 (主催:東北動 
物実験研究会) 
〇一般口演 
1.秋田大型ウサギにおける精子の輸送および保存
性の確立に向けた検討  場﨑恵太ほか(秋田大バ   
イオサイエンス教育・研究センター 動物実験部 
門) 
2.ラット髄核留置モデルにおける疼痛関連行動と
歩行解析の検討  金内洋一ほか(福島県医大整形    
外科学講座、福島県医大附属実験動物研究施設) 
3.総胆管結紮肝硬変モデルラットにおける給与飼
料の検討  福田康義ほか(秋田大バイオサイエン 
ス教育・研究センター 動物実験部門、日本クレ 
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ア㈱) 
4.ラット(SD、WKY、SHR)における麻酔時の生理学
的パラメーター  小澤和典ほか(福島県医大医療
－産業 TR センター動物実験分野) 
5.実験動物施設における感染防止対策の変遷  
－福島県立医科大学の事例－  片平清昭ほか 
(福島県医大医療－産業 TR センター 動物実験 
分野、福島県医大医学部 実験動物研究施設)              
6.ゲッチンゲンミニブタのご紹介 矢吹慎也(オリ
エンタル酵母㈱) 
〇特別講演 1 
 「動物実験における Refinement の実践:実験動物 
の今日的麻酔法と安楽死法の課題」 黒澤 努(動 
物福祉研究代表、国立医薬品食品研究所医療機器 
部) 
〇ポスターセッション(科学編) 
  S-1 原虫感染マウスに対するメトロニダゾールに 
よる駆除効果の検討(第 1報) 井上吉浩ほか 
(東北大加齢医学研究所実験動物管理室、東 
北大加齢医学研究所遺伝子導入研究分野) 
 S-2 SPF 化した秋田大型ウサギの血液の生化学的 
特徴 矢野愛美ほか(秋田大バイオサイエン 
ス教育・研究センター動物実験部門) 
  S-3 凍結精子を用いたマウス人工授精法の確立と 
BMY 法の応用 伊藤恒賢ほか(山形大医 BS 研 
究所動物実験センター、山形大医、産業技術 
総合研究所) 
〇機器展示企業(9 社) 
第 3回実験動物科学シンポジウム 
「ブタがもたらす未来医療－移植・再生医学への応 
用をめざして－」(主催:公益社団法人日本実験動
物学会 共催:東北動物実験研究会) 
「ブタ幹細胞・遺伝子改変技術」 
〇ブタを利用するiPS細胞研究:マウスからヒトへの 
  花園 豊(自治医大・分子病態治療研究センター) 
〇ゲノム編集技術を用いた遺伝子改変ブタの作製  
長嶋比呂志(明治大農) 
〇免疫不全ブタの開発  
大西 彰(日本大生物資源科学) 
「ヒト化組織・臓器作製技術」  
〇ブタの胚盤胞補完による臓器再生研究の現状  
松成ひとみ(明治大・バイオリソース研究国際イ 
ンスティテュート) 
〇組織工学・再生医療用足場材料としての脱細胞化
ブタ組織 岸田晶夫(東京医歯大・生体材料工学
研究所) 
「臨床応用モデル」 
〇iPS 細胞を用いた心不全治療の現状と展望  
  藤田 淳(慶応義塾大医学部) 
 〇ブタモデルによる軟骨・半月板再生医療の前臨 
床試験 関矢一郎(東京医歯大・再生医療研究セ 
ンター) 
 12 月 13 日(土) 
 〇一般口演   
1.ブタの福祉の取り組みについて－福祉的順化と
環境リッチメント、看護的飼育管理の紹介－     
末田輝子ほか(東北大院医学系研究科 附属動物
実験施設) 
 東北実験動物技術交流大会(主催:日本実験動物技 
術者協会 東北・奥羽支部 
『ワークショップ』テーマ:「ブタの実験技術」 
(第 364 回・第 365 回日本実験動物技術者協会本部
共催) 
〇特別講演 2 
「動物実験施設の燻蒸滅菌消毒の実際－近年利用さ
れている、各種除染剤の紹介－」 
杉浦彰彦(イカリ消毒㈱環境殺菌グループ長) 
〇ポスターセッション(技術編) 
  T-1 空気清浄機を用いたラット飼育室内の清浄化 
の試み  遊佐寿恵ほか(福島県医大実験動物 
研究施設、㈱信州セラミックス、福島県医大 
医療－産業 TR センター) 
 T-2 感染事故とその対応  工藤 均ほか(弘前大院 
医学研究科 附属動物実験施設) 
 T-3 東北大・加齢研・動物実験施設におけるセン 
ダイウイルス抗体陽性判定を受けての対応と 
顛末－今後の教訓とするための検証と行動マ 
ニュアルの制定－  井上吉浩ほか(東北大加 
      齢医学研究所実験動物管理室、東北大大学院 
医学系研究科 動物実験施設、東北大動物実験
センター) 
  T-4 動物施設内のリスク回避を目的とした両面 
IVC システムの耐震固定  加藤恒雄ほか(有限 
会社キョウエー、㈱セノ、国立長寿医療研究 
センター研究所実験動物管理室) 
〇特別講演 3 
生命倫理に関する社会的合意について考える  
菱山 豊(内閣府内閣官房健康・医療戦略室次長) 
「動物実験教育訓練セミナー」 
〇社会からみた動物実験 今西 保(環境省自然環境 
局総務課 動物愛護管理室 室長補佐) 
〇実験動物の透明性向上のための提言  
 國田 智(自治医大実験医学センター) 
 
筑波実験動物研究会 
Tsukuba Association for Laboratory Animal 
Science  
会長：山海 直 (医薬基盤研究所) 
ホームページ：http://www.talas.jp/ 
事務局：〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜 
3-17-6 11F  
日本チャールス・リバー㈱内 上田 尚 
           E-mail:office@talas.jp 
           TEL:045-474-9340、FAX:045-474-9341 
第 22 回研究会総会および第 46 回講演会 
 平成 26 年 6 月 5日(木)、文部科学省研究交流セン 
ター2階国際会議場 
「遺伝子改変シリーズ(第 1弾)―遺伝子改変動物の
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基礎から最新技術まで―」 
〇基調報告 含:シリーズ企画の説明  
杉山文博(筑波大・生命科学動物資源センター) 
〇特別講演 「マウスにおける遺伝子改変とゲノムエ 
ディティング」 山村研一(熊本大・生命資源研究 
支援センター/㈱トランスジェニック) 
〇話題提供 遺伝子改変動物関連企業からの情報 
1)ゲノム編集技術-TALEN、CRISPR/cas9-を利用した 
遺伝子改変動物作製  戸塚義和(㈱特殊免疫研究 
所) 
2)ジンクフィンガーヌクレアーゼ技術および
CRISPR/cas9-を利用した遺伝子改変動物作製と 
モデル動物  原田真裕美(オリエンタル酵母工業 
㈱) 
「動物倫理・福祉シリーズ(受講証発行対象講演)」 
〇教育講演 動物実験の倫理・福祉に関する企業 
の取り組み  橋本道子(アステラスリサーチテク
ノロジー㈱) 
第 48 回研究会講演会 
  11月 7日(金)、文部科学省研究交流センター  
2 階国際会議場 
「遺伝子改変技術シリーズ(第 2弾)」 
〇教育講演 1 遺伝子改変技術の基礎  
杉山文博(筑波大生命科学動物資源センター) 
〇教育講演 2  遺伝子改変マウスの品質管理  
吉木 淳(理化学研究所バイオリソースセンター)   
「演者・法人会員 ブース展示、ポスター発表」 
「実験動物の飼育環境に関する話題提供」 
1)弱酸性水を用いた消毒法 近藤 弘(㈱オーク) 
2)ブリーダーにおける微生物管理の工夫  
豊原俊治(一般財団法人動物繁殖研究所) 
3)ブリーダーにおける微生物管理  
高木久宜(日本エスエルシー㈱)  
「動物倫理・福祉シリーズ(受講証発行対象講演)」 
  『動物実験を取り巻く環境』 
 山添裕之(住友化学㈱ 生物環境科学研究所) 
 
北陸実験動物研究会 
Hokuriku Laboratory Animal Research Association   
会長：山本 博 (富山大学生命科学先端研究センター 
動物実験施設) 
ホームページ：http://kiea.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 
lara/ 
事務局：〒920-8640 金沢市宝町 13-1 
              金沢大学学際科学実験センター 
実験動物研究施設内     
E-mail:lara-info@kiea.m.kanazawa-u.ac.jp 
            TEL:076-265-2460、FAX:076-234-4240 
第 46 回研究会(富山) 
 平成 26 年 1 月 25 日(土)、富山大学杉谷キャンパ 
ス動物実験施設会議室 
〇維持会員ニュース (サンテクノ㈱) 
「3 Rs 関連製品他の御紹介」 岡村治樹ほか(㈱ 
夏目製作所大阪支社、同営業部) 
〇一般講演 
1 ラット社会行動及び性行動の3次元ビデオ解析 
システム 松本惇平(富山大院医学薬学研究部 
(医学)システム情動科学) 
   2 福島のモグラに何が起こっているか   
横畑泰志(富山大院理工学研究部生物圏環境科
学科) 
   3 条件的ノックアウトマウスを用いた脳 PDGF の 
研究  笹原正清(富山大院医学薬学研究部(医 
学)病態・病理学、生命科学先端研究センター) 
第 18 回総会・第 47 回研究会(金沢) 
 平成 26 年 6 月 7 日(土)、金沢大学医学類 G棟第 4 
講義室(宝町キャンパス) 
〇特別講演 
 1.がん研究における種横断的視点 高橋智聡(金沢
大がん進展制御研究所腫瘍分子生物学研究分野) 
2.増殖因子による乳がん幹細胞制御の分子機構と
臨床応用の可能性  後藤典子(金沢大がん進展制   
御研究所 分子病態研究分野) 
〇維持会員ニュース (㈱片岡) 
「iPS 細胞の実用化と技術紹介」㈱リプロセル 
第 48 回研究会(富山) 
 平成 26 年 10 月 4 日(土)、富山大学看護学科研究 
棟 1階 11 講義室 
〇維持会員ニュース(三協ラボサービス㈱) 
「「モーターフリー」マウス飼育ケージ Optimice(R) 
のご紹介」 エルエスジー㈱ 
〇特別講演 1 
Part1:遺伝子動物改変学特論「CRISPR/Cas システ 
    ムによる遺伝子改変とその応用―解説―」  
Part2:疾患モデル動物学特論「条件的がん型 Ras 
による癌モデル動物の開発とその応用－私たち 
の研究紹介－」  
 鈴木 昇(三重大生命学研究支援センター機能ゲ
ノミックス分野) 
〇特別講演 2 「ドーパミン受容体遺伝子操作マウス
を用いた運動調節機能の解析」 笹岡俊邦(新潟大 
脳研究所附属生命科学リソース研究センターバイ
オリソース研究部門) 
〇講演 1「富山大学生命科学先端研究センター動物実 
験施設における小型実験動物(マウス/ラット)の 
検疫について」 山本 博(富山大生命科学先端研究 
  センター動物実験施設) 
   
信州実験動物研究会 
Shinshu Experimental Animal Research 
Association    
会長：松本清司 (信州大学ヒト環境科学研究支援セ
ンター動物実験部門) 
事務局：〒399-4601 長野県上伊那郡箕輪町大字中 
          箕輪 6947-9 
           北山ラベス㈱ 箕輪生産場 三上博史     
E-mail:mikami.hiroshi@nisshin.com 
           TEL:0265-79-83530、FAX:0265-79-8363 
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第 34 回総会・勉強会・研究発表会 
 平成 26 年 3 月 7日(金)、信州大学農学部 11 講義 
  室 
第 80 回勉強会 
「短期がん原性試験と短期がん原性試験で使用する 
rasH2 マウスについて」 堤 秀樹(公益財団法人 実
験中央研究所) 
第 32 回研究発表会 
1.実験動物における科学的便潜血測定試薬の検討 
 小田部耕二(㈱イナリサーチ) 
 2.研究活動の活性化のために動物実験部門が出来
ることを考える  吉沢隆浩(信州大ヒト環境科学  
研究支援センター動物実験部門) 
 3.Lipidure-BL 添加によるブタ精子のスライドガラ 
スへの付着低減 小林吉倫(信州大農学部)  
 4.幼若ブタ精細管の器官培養  
大木美奈(信州大農学部) 
〇信州実験動物研究会報 No.61 2014 年 3 月 発行 
 
静岡実験動物研究会 
Shinzuoka Experimental Animal Research 
Association   
会長：石川智久 (静岡県立大学薬学部) 
ホームページ：http://www1a.biglobe.ne.jp/ 
              shizudou/ 
事務局：〒412-8513 静岡県御殿場市駒門 1-135 
          ㈱中外医科学研究所 
     御殿場ブランチ 伊藤辰哉 
          E-mail:itotatas@chugai-pharm.co.jp 
           TEL:0550-87-8327、FAX:0550-87-5219 
第 44 回総会・第 42 回研究発表会 
平成 26 年 10 月 10 日(金)、静岡市清水文化会館マ 
リナート 
〇総会  
〇特別講演「実験動物と歩んだ 43 年間の研究生活」 
山田静雄（静岡県立大院 薬食生命科学総合学府薬  
学研究院）          
〇研究発表 
 1.イヌ用ケージを用いたウサギ飼育の試み 
－AAALAC 認証に向けて－  持田隆信(公益財団法 
人食品農医薬品安全性評価センター) 
 2.個別換気ケージ(IVC)システム用移動可能な耐震
固定具の開発 加藤恒雄(有限会社キョウエ―) 
 3.協和発酵キリン株式会社における各種動物にお
ける環境エンリッチメンドへの取り組み  
  加藤美咲(㈱ジェ―・エ―・シ―) 
 4.犬猫専用自動血圧計 Pettrust(ぺトラス)の有用
性に関する検討 鈴木英里香(㈱ボゾリサーチセ  
ンター 函南研究所) 
 5.マウス精巣性テラト―マ形成の新規原因遺伝子
の探索 徳元俊伸(静岡大理学研究科) 
 6.新規糖尿病モデル動物の作製と解析  
石渡千裕(静岡県大院薬食生命科学総合学府) 
 7.柑橘由来天然化合物オーラプテンは心筋梗塞後
の心機能低下を改善させた  鈴木美帆(静岡県大
薬学部) 
 8.カニクイザルの角膜内皮細胞検査 渡辺 啓(㈱
ボゾリサーチセンター 函南研究所) 
 9.妊娠マウスに対するイソフルラン麻酔および気
管内投与の影響 三宅可純(公益財団法人食品農  
医薬品安全性評価センター) 
10.げつ歯類(マウス・ラット)における経気道投与の
検討 小松真彦((㈱ボゾリサーチセンター 御殿 
場研究所) 
 
東海実験動物研究会 
Tokai Association for Laboratory Animal Science  
会長：三好一郎 (名古屋市立大院医・実験動物研究
教育センター) 
ホームページ：http://www.med.nagoya-cu.jp/  
animal.dir/animalweb/tokai/tokai_index.html 
事務局：〒501-1194 岐阜市柳戸 1-1 
          岐阜大学生命科学総合研究支援センター
動物実験分野 二上英樹  
            E-mail:nikami@gifu-u.ac.jp 
            TEL:058-230-6609、FAX:058-230-6044 
第 84 回研究会(2014 年 3 月例会) 
 平成 26 年 3 月 1日(土)、自然科学研究機構 生理 
学研究所 1階大会議室 
企業・技術紹介・講演 
[微酸性水による実験動物施設の衛生管理と応用]  
竹内正浩(㈱OSG コーポレーション衛生環境システ 
ム部) 
[実験動物飼育環境における臭気対策] 村上栄造
(㈱朝日工業社 技術研究所) 
[実験動物飼育空調システム「FLAT システム」] 
谷 惠介(㈱朝日工業社リノベーション推進部)  
[コモンマーモセットの実践的飼育管理技術] 
齋藤亮一(日本クレア㈱ 中動物事業部) 
教育講演 
[バイオセイフティ関係の講演]  
加藤仁五(関西 BS 交流会) 
第 85 回研究会(2014 年 夏例会・実験動物技術者協会 
東海支部との合同勉強会) 
 2014 年 8 月 30 日(土)、名古屋市立大学大学院医学 
研究科・医学部研究棟 11 階 講義室 B  
講  演 
特別講演 1「微生物モニタリングの目的と意義 
－現在・過去・未来－」 
「微生物モニタリングを取り巻く現状と ICLAS モニ
タリングの方向性」 林元展人(公益財団法人実験  
中央研究所(ICLAS モニタリングセンター長) 
「生産現場からみた微生物モニタリング」丸山 滋
(日本チャールス・リバーモニタリングセンター長)   
特別講演2「新たなメタ炎症制御分子USP2」 北村 浩 
(酪農学園大獣医学類獣医生理学ユニット教授) 
一般講演 
 
67
0123456789
関西実験動物研究会 
Hansai Laboratory Animal Research Association   
会長：喜多正和 (京都府立医科大学大学院医学研究 
科実験動物センター) 
ホームページ：http://wwww.klara.umin.ne.jp/ 
事務局：〒602-8565 京都市上京区河原町通広小路 
上る梶井町 465 
    京都府立大学 実験動物センター  酒井ゆうこ        
E-mail:kansaijim@koto.kpu-m.ac.jp 
                  TEL & FAX:075-251-5383 
       (出来るだけ、メールでのご連絡を希望) 
第 121 回研究会 
 平成 26 年 3 月 7日(金)、京都大学楽友会館 
<講 演>「難治性疾患の克服に向けて」 
1.TNF-α機能改変体の創製と難治性疾患治療薬   
開発の試み 角田慎一(医薬基盤研/大阪大・薬・  
   医薬基盤科学） 
 2.プロバイオティクスの抗炎症効果 田辺創一(広
島大・生命圏科学) 
 3.福山型筋ジストロフィー 仕組みの解明 治療 
  法開発  戸田達史(神戸大・医・神経内科/分子脳
科学) 
<維持会員ニュース> 
 空気触媒を用いた実験動物施設の抗菌・脱臭の 
 可能性 有限会社メディア 
第 122 回研究会 
 平成 26 年 6 月 13 日(金)、神戸大学医学部会館 
シスメックホール 
<講 演>「免疫研究の新たな展開」 
1.IL-33 と好酸球炎症 安田好文(兵庫医科大学・免
疫学・医動物学) 
 2.多臓器間ネットワークに支えられる造血免疫 
  システム 片山義雄(神戸大医・血液内科) 
<トピックス>  
 動物実験における人道的エンドポイントは進化し 
 たか 中井伸子(日本新薬) 
<維持会員ニュース> 
 Hydropac○R 飲水管理の新しいカタチ  夏目製作所 
 第 123 回研究会 
  平成 26 年 9 月 27 日(土)、大阪大学 銀杏会館 
<講 演>「循環器研究の新たな展開」 
 1.ゼブラフィッシュを用いた心臓・血管形成のイ 
  メージングによる研究 望月直樹(国立循環器 
病研究センター研究所 細胞生物学部) 
 2.Spring-8 放射光を用いた小動物血管機能の in  
  vivo イメージング 白井幹康(国立循環器病研
究センター研究所心臓生理機能部) 
 <トピックス> 
 名古屋議定書についての詳細説明 中川原秀樹
(文部科学省 研究振興局 ライフサイエンス課生
命科学研究係) 鈴木睦昭(国立遺伝学研究所 ABS
学術対策チーム室長)   
<維持会員ニュース> 
PCR を活用した微生物モニタリングの提案 
 日本チャールスリバー㈱  
 新しい洗浄機の提案”滅菌沸騰式洗浄機 RQ 型”   
三浦工業㈱ 
第 124 回研究会 
 平成 26 年 12 月 5 日(金)、京都大学 楽友会館 
<特別講演> 
 1.非コード RNA による遺伝子発現制御機構を利用
した遺伝子組換えアデノウイルスの開発  
  櫻井文教(大阪大院薬学研究科・分子生物学分 
野) 
 2.サルレトロウイルスによるニホンザル血小板減 
少症 岡本宗裕(京都大霊長類研究所人類進化 
モデル研究センター) 
<一般講演>  
「ラット 1」 
 1.ENU ミュータジェネシスにより得られた歩行異
常ラットの遺伝学的ならびに病理学的解析  
由利 梓ほか(京大院・医・動物実験施設、大阪
薬大、大阪府大・獣医病理) 
2.VF ラットにおけるオリゴデンドロサイトの分化 
・成熟異常 田中美有ほか(大阪府大・獣医病理、 
Wellcome Trust-MRC Cambridge Stem Cell  
Institute、University of Cambridge、京大院・ 
動物実験施設、京大院・医/大阪薬大) 
3.新たなアトピー性皮膚炎ラットモデルの開発  
樋口裕城ほか(京大院・医・動物実験施設、京   
大・医、大阪薬大) 
「ラット 2」 
4.新規肥満・糖尿病モデル ZFDM ラットの表現型解
析 横井伯英ほか(神戸大院・医・分子代謝医学、  
    星野試験動物飼育所) 
5.免疫不全(X-scid)ラットにおける縮小条虫の動
態 大野民夫ほか(名大院・医・実験動物、浜松  
医大・感染症学) 
  6.ラット胚の凍結保存および誘拐後の産子への発 
生について  竹鶴裕亮ほか(京大院・医・動物実 
験施設) 
「マウス 1」 
  7.CRISPR/Cas9 system で作製した ApoE KO マウス
の表現型解析 田中貴雄ほか(㈱ケ―・エ―・シ     
― バイオサイエンス事業部、㈱アプロサイエン
ス バイオ事業部) 
  8.マウスの系統間のストレプトゾトシン誘発糖尿
病感受性の遺伝的解析  前川智樹ほか(名大院 
   ・医・実験動物、名大院・生命農・動物栄養、 
名大院・医・神経遺伝情報、近畿大・医・内分 
泌代謝異常内科、阪大院・医・分子内分泌、名 
大院・医・腫瘍病理) 
  9.系統差による癌型 K-Ras 依存的な肺発癌感受性 
   遺伝子座の探索  齋藤浩充ほか(三重大・生命 
    科学研究支援センター・動物機能ゲノミクス) 
「マウス 2」 
 10.遺伝子改変動物モデルから探る多形型横紋筋肉 
  腫のオリジン 鈴木 昇ほか(三重大・生命科学 
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  研究支援センター・動物機能ゲノミクス)  
 11.てんかん?うつ・不安障害の発症に関わるシアル   
  酸転移酵素について 加藤啓子ほか(京都産大 
・総合・動物生命) 
 12.行動量や探索行動に影響する成長ホルモンの 
  Arc 発現量の調節(英語で発表)  パイトゥ―ン  
シ―モントリ―ほか(京都産大・総合・動物生命) 
「ウサギ・その他」 
 13.冠動脈病変が冠スパズムおよび狭心症に及ぼす 
影響、WHHLMI ウサギを用いた実験的検証 
  田村姿央理ほか(神戸大院・医・疾患モデル動物 
病態生理学、附属動物実験施設) 
 14.CAR バチルスに学名をつけるぞ 池 郁生ほか 
     (理研バイオリソースセンター、放医研基盤技 
術センター) 
〇関西実験動物研究会報 36 号 平成 26 年 12 月発行 
 
岡山実験動物研究会 
Okayama Association for Laboratory Animal 
Science  
会長：国枝哲夫(岡山大学大学院環境生命科学研究
科) 
ホームページ：http://okayamexpanim. sharepoint.                          
com/Pages/default.aspx 
事務局：〒700-8530 岡山市北区津島中 1-1-1 
             岡山大学大学院環境生命科学研究科  
  
          E-mail: 
          TEL:086-251-8314、FAX:086-251-8388 
第 67 回研究会例会                
平成 26 年 7月 11 日(金)、マスカットキューブ(地 
  域医療人育成センター岡山) 3 階マスカットホー
ル(岡山大鹿田キャンパス歯学部棟東側) 
〇一般講演 
1.バーコードを利用した実験動物飼育管理データ
システムの構築  上藤千佳ほか(岡山大・自然生   
   命科学研究支援センター動物資源部門）  
2.ジャコウネズミの核型分析による分布拡大経路 
  推定(予報） 平中夏海ほか(岡山理科大・理・動 
物学科） 
3.スンクスOus:KAT-s系統における精巣萎縮の程度 
   (予報）松本泰宣ほか(岡山理科大・理・動物学 
科）                                              
4.食虫類の実験動物スンクスにおける腹腔内投与
ビタミン A(チョコラ A)の催奇形感受性(予報） 
本郷沙也加ほか(岡山理科大・理・動物学科） 
5.マウス繁殖集団で新規に見い出された失調歩行 
 形質の遺伝様式とその特徴  古野 岬ほか(岡山 
理科大・理・動物学科） 
 6.マウス卵巣機能制御における転写因子 Runx3 の 
   生理的役割  小島史也ほか(岡山大院・自然科学）                  
7.ニワトリにおける羽色調節の品種差  高橋 徹ほ 
か(岡山大院・自然科学）               
〇特別講演 1「鳥類の性決定とアロマターゼ遺伝子」  
    工藤季之(就実大・薬学部・薬学科） 
〇特別講演 2 「遺伝子改変マウスを用いた基礎医学 
研究」 松山 誠(重井医学研究所・分子遺伝部門）        
第 68 回研究会例会 
平成 26 年 11 月 28 日(金）、岡山大学創立五十周年 
記念館大会議室(2 階） 
〇一般講演 
 1.次亜塩素酸水溶液について  山下光治((㈱エイ
チ・エス・ピー) 
2.コーヒー成分によるアレルギー性鼻炎の緩和に 
 ついて  佐伯綾希子ほか(ノートルダム清心女 
子大院・人間生活学研究科食品栄養科学専攻、 
岡山大院・医歯薬学総合研究科(薬学系)) 
3.日本産ドブネズミからの近交系 DOB の育成 
  田中 綾ほか(岡山理科大・理・動物学科) 
4.スンクスにおけるキャラバン行動終期の検討   
 上田孝昇ほか(岡山理科大・理・動物学科)  
5.ペットボトル症候群モデルとしてのスンクスの 
 可能性  品川文音ほか(岡山理科大・理・動物学 
  科) 
6.マウス卵巣顆粒膜細胞におけるインスリン様成 
 長因子 I 遺伝子の発現  林 紗代ほか(岡山大
院・自然科学研究科) 
〇記念講演  
抗体の分子進化(親和性成熟)の研究：面白い結果は 
思いがけなく訪れる！ 大森 斉(岡山大院・自然科
学研究科） 
日本学術振興会『頭脳循環を加速する若手研究者戦 
略的海外派遣プログラム』公開シンポジウム共催 
「The Frontier of the Reproductive Biology 
 ～生殖生命科学研究の最前線～」 
平成 26 年 11 月 28 日(金)、岡山大創立五十周年記 
念館会議室  
 主催「若手研究者の研究能力向上を実現する生殖 
生命科学に関する国際共同研究」プログラム実施
委員会 共催：岡山実験動物研究会、岡山大学生
殖補助医療技術教育研究センター・岡山大学自然
生命科学研究支援センター動物資源部門津島南施
設 
講 演 
1.Multiple Roles of Fkbp6(FK506 binding protein 
6) in Spermatogenesis ～精子形成において複数
の役割を持つ遺伝子 Fkbp6～ 野口純子(農業生物
資源研究所) 
2.Recent Advancements in Nuclear Transfer Cloning  
 in Mice ～マウス核移植クローン技術の最新事情 
 ～  小倉淳郎(理研バイオリソースセンター) 
 3.Live Imaging-Based Investigation of Mouse  
Spermatogenic Stem Cell Dynamics ～ライブイメ 
ージングを基盤としたマウス精子幹細胞ダイナミ 
クスの解明～  吉田松生(基礎生物学研究所) 
招待講演 
New Insights Into Reproduction from Unbiased 
Mutagenesis ～突然変異マウスが教えてくれた生
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殖生物学の新境地～  Mary Ann Handel(The Jackson 
Laboratory） 
 プログラム成果報告 
  国枝哲夫(岡山大学)、藤原靖浩(The Jackson  
  Laboratory) 
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九州実験動物研究会 
Kyushu Experimental Animal Research Association   
会長：大沢一貴 (長崎大学先導生命科学研究支援セ
ンター) 
ホームページ：http://www.med.miyazaki-u.ac. 
        jp/AnimalCenter/kyujitsuken/index.html 
事務局：〒849-0938 佐賀市鍋島 5-1-1 
          佐賀大学総合分析実験センタ―       
          生物資源開発部門 北嶋修司   
           E-mail: kitajims@cc.saga-u.ac.jp 
            TEL:0952-34-2430 FAX:0952-34-2024 
第 8回実験動物ジョイントセミナー・イン九州 
平成 26 年 4 月 5日(土)、熊本大学医学部医学教育
図書棟 3階第 1講義室 
『動物愛護管理法改正後の実験動物領域における最
近の動向』 
1.「動物愛護管理法改正等のこれまでの経緯」 
浦野 徹(前熊本大) 
 2.「社会からみた実験動物」  
今西 保(環境省自然環境局総務課動物愛護室) 
 3.「情報公開の標準化に関する国動協・公私動協 
の取組み」 喜田正和(京都府立医科大)  
 4.「動物実験相互検証 5年間の実績とこれから」 
   越本知大(宮崎大) 
 5.質疑応答 
第 32 回研究会総会 第 34 回日本実験動物技術者協
会九州支部研究発表会 合同開催 
平成 26 年 10 月 25 日(土)・26 日(日)、宮崎観光ホ 
テル 
 10 月 25 日(1 日目) 
〇特別講演Ⅰ(九実研) 
 いきものと毒 丸山眞杉(宮崎大医・機能制御学
講座応用生理学分野) 
〇一般演題 (九実研) 
  1.イヌにおける生理食塩液の大容量静脈内持続投 
    与による影響 肱岡基樹ほか(㈱新日本科学 安
全性研究所) 
 2.ビーグルにおける毒性試験パラメータへの 2日 
    間絶食の影響 澤田和俊ほか(㈱新日本科学 安
全性研究所) 
  3.BALB/c 系統マウスの休眠発現は成長初期の栄養
獲得量により調節される 加藤悟郎ほか(宮崎
大フロンティア科学実験総合センター、宮崎大
農学部) 
 4.保護色のエンリッチメントを導入した居住環境
がマウスの寿命に与える影響 川上浩平ほか    
(島根大総合科学研究支援センター実験動物部 
門) 
5.高脂血症を自然発症するヨーロッパモリネズミ 
  の血中脂質への自発運動の影響  猪口瑞穂ほか 
 (宮崎大フロンティア科学実験総合センター) 
6.ヨーロッパモリネズミに観察される糖尿病様個 
  体の選抜方法の改善  冨山小百合ほか(宮崎大フ
ロンティア科学実験総合センター) 
7.雌雄マウスにおける尿中 Corticosterone 濃度を 
指標としたストレス定量の可否について 
川辺敏晃ほか(アーク・リソース㈱、久留米大医 
学部動物実験センター、久留米大医学部生理学講
座) 
8.雌性マウスの尿中 Corticosterone 濃度と性周期 
  との関係について 兒玉知也ほか(アーク・リソ 
ース㈱、久留米大医学部生理学講座、久留米大医
学動物実験センター) 
九実研総会 
九実研 教育シンポジウム『免疫学を学ぼう』 
1.免疫学入門 知られていないリンパの仕事 
 丸山治彦(宮崎大院・医学獣医学総合研究科、宮
崎大・産業動物防疫リサーチセンター) 
2.寄生虫感染と免疫応答:マウス系統間でみられる
感染感受性の違い 吉田彩子(宮崎大医・感染症 
   学講座寄生虫学分野) 
3.樹状細胞による感染制御 佐藤克明(宮崎大医・ 
感染症学講座免疫学分野) 
日常業務の最前線(実技協九州支部) 
 1.ラットの網床飼育と平床飼育に関する毒性試験
パラメータの比較検討 地臧 豊ほか(㈱新日本
科学) 
 2.大分大学動物実験施設におけるマウス、ラット用
飼料の変更についての検討 牧 宏信(大分大全   
学研究推進機構 研究支援分野動物実験部門) 
 3.イヌの群飼育の検討－ペンケージ飼育－  
三島 稔ほか(㈱新日本科学) 
 4.長崎大学動物実験施設における新規導入機器と
使用経験の紹介 山本直上ほか(長崎大先導生命  
科学研究支援センター・比較動物医学分野) 
 5.冷蔵サンプルの輸送事故を防ぐための簡便な輸
送方法に関する検討 七條宏樹ほか(宮崎大フロ 
ンティア科学実験総合センター) 
実技協九州支部 シンポジウム 
第 363 回 実技協本部主催 
『マウスの繁殖効率を高めるための様々な工夫』 
1.マウスの繁殖成績に与える諸因子 山田高也(島 
  根大総合学科研究支援センター実験動物分野) 
2.マウスの妊娠動物の判定と繁殖の工夫 
 北岡浩司(日本クレア㈱) 
10 月 26 日(2 日目) 
一般演題 (実技協九州支部) 
 1.福岡大学アニマルセンターにおける配偶子凍結
保存の実績 松山 充・清水直美ほか(福岡大アニ 
マルセンター、㈱アニマルケア) 
2.熊本大学生命資源研究・支援センター動物資源開
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発研究施設(CARD)におけるマウス胚/精子バンク
システム 岩本まりほか(熊本大生命資源研究・   
支援センター(CARD)資源開発分野、九動㈱) 
3.熊本大学生命資源研究・支援センターにおける実
験動物の微生物品質受託検査 川辺正等美ほか  
(熊本大生命資源研究・支援センター、自然科学 
   研究機構 生理学研究所 研究力強化戦略室) 
4.熊本大学生命資源研究・支援センターにおける体
外受精・胚移植によるマウスの微生物的クリーニ
ング 中村直子ほか(熊本大生命資源研究・支援   
センター、九動㈱、自然科学研究機構 生理学研
究所 研究力強化戦略室) 
5.ネズミ盲腸蟯虫のイベルメクチン噴霧による駆
虫方法の再検討 久保憲昭ほか(長崎大先導生命 
科学研究支援センター・比核動物医学分野、千葉
科学大危機管理学部 動物危機管理学科) 
九実研・実技協九州支部 合同シンポジウム 
『南九州の野生齧歯類』 
1.謎に包まれたネズミ・ケナガネズミを育む南九州 
 城ヶ原貴通(岡山理科大理学部動物学科) 
2.性染色体研究におけるトゲネズミの重要性 
村田知慧ほか(徳島大院ヘルスバイオサイエンス 
研究部人類遺伝学分野、北海道大院・理学研究院) 
3.南九州のアカネズミを用いて齧歯類の繁殖形質
の可塑性に迫る 坂本信介ほか(宮崎大フロンテ  
ィア科学実験総合センター) 
ランチョンセミナー 
 微酸性次亜塩素酸水の利用方法と事例～衛生管理 
 から飲水応用と今後の可能性～ 竹内正浩(㈱OSG 
  コーポレーション 環境衛生システム部) 
特別講演Ⅱ (九実研若手企画） 
 東京都健康長寿医療センターにおける老化動物育 
 成と飼育環境の検討 野田義博(地方独立行政法 
 人東京都健康長寿医療センター 東京都老人総合 
研究所 実験動物施設) 
一般演題  (九実研) 
 9.マウスのアセチルコリンに対する感受性を決定 
する遺伝因子の解析～第二報 田中聖一ほか(福 
岡大アニマルセンター、㈱アニマルケア、北海道
大院・獣医学研究科実験動物学教室) 
10.マウス導入検疫時に検出されるアストロウイル 
スゲノムについて  小沢牧子ほか(長崎大先導生 
命科学研究支援センター・比較動物医学分野) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11.ラット胚の凍結保存及びその後の胚発生につい 
  て 金子武人ほか(京都大・院医学研究科附属動 
物実験施設) 
12.ロシアハタネズミにおける消化管形成に関する 
  肉眼・組織学的研究 池本眞希ほか(岡山理科大 
  院・理、岡山理科大・理) 
13.ケナガネズミにおける遺伝的多様性に関する研  
 究 望月春佳ほか(岡山理科大院・理、岡山理科 
大・理) 
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琉球実験動物研究会 
Ryukyu Association for Laboratory Animal Science  
会長：小杉忠誠 (琉球大学名誉教授) 
事務局：〒903-0215 沖縄県中頭郡西原町上原 207 
                  琉球大学医学部 
附属動物実験施設内 上田智之  
             E-mail:Ueda@med.u-tyukyu.ac.jp 
             TEL:090-895-1208、FAX:098-895-1441 
第 22 回研究会 
平成26年 2月 1日(土)、琉球大学研究者交流施設・ 
50 周年記念館 
〇第一部 一般演題 
 1)動物実験を支援する:飼育担当部門の進む方向 
は?  鈴木 真(沖縄科学技術大学院大) 
  2)動物実験施設における生殖工学研究支援業務に 
    ついて 中嶋竜之(琉球大) 
  3)日本チャールズ・リバー㈱ 実験動物生産施設の 
    ご紹介 中里英樹(日本チャールズ・リバー) 
〇第二部 シンポジウム:実験動物福祉 
 1)人道的エンドポイント 中井伸子(日本新薬） 
 2)安楽死 鈴木 真(沖縄科学技術大学院大) 
〇特別講演 
 動物実験とミッドカイン(Midkine)研究～沖縄天
然物の産業利用を目指して～ 池松真也(沖縄工
業高等専門学校) 
 
 
     文責:岡山実験動物研究会事務局 
      編集担当 佐藤勝紀(岡山大学農学部) 
            E-mail:ksato@cc.okayama-u.ac.jp 
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